
 

サイバー攻撃を知り、備え、動ける組織へ 

サイバーセキュリティ対策ワークショップ 
 

主催 株式会社浜名湖国際頭脳センター 
 

サイバー攻撃への対策には、侵入を防ぐだけでなく、自組織の情報が外

部からどう見えているかを把握し、万一の際に迅速に対応できる準備が欠

かせません。本講座では、ＯＳＩＮＴを活用した情報サーチ、インシデン

ト発生時の初動対応、生成 AI によって変化する攻撃と防御の最新動向を

取り上げます。講義と演習を通じて、自組織の課題を整理し、現場で実行

できる対策につなげる実践型ワークショップです。 
 

 

〈こんな方におすすめ〉 

「自社情報が外部に出ていない

か確認したい」 

→第１回 情報漏えいリサーチ 

「インシデント発生時に何から対

応すればよいか整理したい」 

→第２回 初動対応 

「生成ＡＩで攻撃・防御がどう変

わるか押さえたい」 

→第３回 ＡＩ時代の脅威対応 

 

［日程・テーマ］詳細は裏面をご参照ください／１回ごとでもご受講いただけます 

第１回 
１０月２日(金) 

13:00～17:00 

「サイバー空間での情報漏えいリサーチ」 

自組織に関する情報の外部からの見え方やＯＳＩＮＴの情報収集源を確認など

から、自社を題材にした情報サーチ演習を行います。 

第２回 
１０月１６日(金) 

13:00～17:00 

「インシデント発生時の初動対応」 

インシデント発生時の確認内容を整理し、初動対応、役割分担、社内報告の進

め方をケースをもとにした演習で学びます。 

第３回 
１１月４日(水) 

13:00～17:00 

「生成ＡＩ時代サイバー攻撃・防御アップデート」 

生成ＡＩの進化により変化する攻撃手法など確認、最新動向を踏まえた自組織

での管理・対策のポイントを整理します。 

［対 象］情報システム担当者・情報セキュリティ担当者 

初級インフラエンジニア（サーバエンジニア、ネットワークエンジニア、セキュリティエンジニア） 

［会 場］クリエート浜松（浜松市中央区早馬町 2-1） ＪＲ浜松駅から徒歩約１０分 

［講 師］但野 正行 氏（ValueUpLab 株式会社 代表取締役社長） 

取締役 CTO 技術開発部部長や技術フェローを歴任し、ValueUpLab(株)を設立。これまでサイバーセキュリティ教

育で８００名以上を指導した実績を持つ。開発と講師のいずれも担える数少ないエンジニアの一人。21 年から静岡

県警察「サイバー犯罪対策テクニカルアドバイザー」。当社開催「サイバーセキュリティ対策実践講座」では受講者

からの評価も高い。 

［定 員］１５名（最少催行人数各回６名） 

［受講料］１回ごと２７,０００円（税別）/名（税込２９,７００円）／３回セット７５,０００円（税別）/名（税込８２,５００円） 

★過去に当社サイバーセキュリティ対策実践講座をご受講の方 

それぞれ上記から１０％割引  １回ごと２４,３００円（税別）/名（税込２６,７３０円） 

３回セット６７,５００円（税別）/名（税込７４,２５０円） 

［その他］パソコンをご持参ください。  

（外部サーバへのアクセス、ソフトウェアのインストールに制限ないパソコンをご準備ください） 

［お申込］メールでお申込いただけます（裏面をご参照ください）  【申込締切】各回１０日前 
＊キャンセルにつきましては、裏面「キャンセル及びキャンセル料について」をご参照ください。  



［内容詳細］ 

第１回 「サイバー空間での情報漏えいリサーチ」 

１０月２日(金) 

13:00～17:00 

自組織に関する情報が、外部からどのように見えているかを確認します。ＯＳＩＮＴの考え方

や情報収集源を確認しながら、自社を題材にした情報サーチ演習を行います。 

①情報収集源とその利活用方法 ②各種ＯＳＩＮＴ情報源の紹介 

③ＯＳＩＮＴ情報の活用方法     ④自組織をもとに具体的な情報サーチ演習 

第２回 「インシデント発生時の初動対応」 

１０月１６日(金) 

13:00～17:00 

インシデント発生時に、何を確認し、誰に伝え、どう動くかを整理します。初動対応の流れ、

役割分担、社内報告の進め方を、ケースをもとにした演習で学びます。 

①インシデント発生時の組織への影響 ②対応のための役割 

③発生前の事前準備            ④インシデント対応の手順をまとめる 

⑤具体的な対応手順に応じた演習 

第３回 「生成ＡＩ時代サイバー攻撃・防御アップデート」 

１１月４日(水) 

13:00～17:00 

生成ＡＩの進化により変化する攻撃手法や情報収集のあり方を確認します。最新動向を踏

まえた自組織での管理・対策のポイントを整理します。 

①昨今のＡＩの状況    ②ＡＩがサイバーセキュリティにもたらす脅威 

③情報を収集する方法  ④自組織を管理する方法 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャンセル及びキャンセル料について 
・キャンセルされる場合には、講座開催日（複数日開催の場合は開始日）１０日前の１７：００までに、メールまたはお電話でご連絡くださ

い。それ以降のキャンセルにつきましては、原則として受講料の全額をご負担いただきます。 

・受講者の変更は、キャンセル料は発生いたしません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［お問い合わせ先］株式会社浜名湖国際頭脳センター 担当：米良・佐藤            

           TEL：053-416-4002／Mail：jinzai@hamanako.co.jp 
Ver1.0 

［お申込方法］                       申込締切：各回１０日前 

■送信先 jinzai@hamanako.co.jp   
■件名 「セキュリティ対策ＷＳ申込」 

メールに以下をご記載の上、お送りください。 

(1)貴社名  

(2)ご住所（郵便番号） 

(3)ご担当者 お名前（ふりがな）／部署・役職／電話番号／メールアドレス 

(4)受講者 お名前（ふりがな）／部署・役職／メールアドレス／申込形式：全３回セットまたはご希望回 

(5)過去に当社サイバーセキュリティ対策実践講座を受講された方は「実践講座受講」と記載ください。 
＊受講者が複数名いらっしゃいましたら、人数分ご記載ください。 

＊受講者とご担当者が同じ方でしたら、その旨ご記載ください。 

＊お送りいただいた情報は、本講座のご連絡のほか、今後の情報提供で利用する場合がございます。 


